
　（様式２（１）） 事業所名:：グループホーム　いろり

目標達成計画 作成日：　平成 29　年　10 月　 8日
 

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 1

具体的な目標を設定されてはいかがか。 1　認知症があっも自立した日常生活を営む
ことが出来る様に支援する。
2　主体性をもち、互いに助け合って人として
生きる姿を支援する。
3　自治会、地域社会とのつながりをもち地
域の一員として生活出来る様に支援する。

現在もこれからも、この理念を目標に介護計画
に落とし込み、３ヶ月毎、状態が変わった都度
にモリタリング・カンファレンスを全職員でして具
体的な目標をかかげていますが、新しいスタッ
フには、毎月の会議で掘り下げて話をしてい
き、今後も理念に沿った目標を共有化していく。

６ヶ月

2 4

運営推進会議で家族の参加及び運営推進会議
の理解がさらに得られるようにする。

家族の人にたくさん参加して頂けるような呼
びかけ、運営推進会議の理解がさらに得ら
れるようにしていきます。

毎月のいろり速報で運営推進会議のお知らせ
だけではなく、どのような事の話合いがあるか
出席を家族の人が取れるようなアナウンスにし
ていく。運営推進会議での議事録を家族の人
にも配布して理解がさらに得られるようにしてい
く。　　　　　　　.

２ヶ月

3 6

玄関の施錠について 施錠せず自由に出入りが出来る様にするこ
とが、望ましい。

玄関の施錠を開放にすることを、スタッフと共に
検討をして、戸が開いたときには、音が出るよう
なシステムにしたり、カメラを設置する事も検討
をしていく。(カメラは9月２８日設置済み)

２ヶ月

4 26

様式やファイルの工夫 パソコンをスタッフが使える事により、介護
記録・様式の方法を工夫していく。

パソコンを使用できる人が少なく様式やファイ
ルを手書きにしている事が多い。事業所でパソ
コン教室を開いて、パソコンをスタッフ全員使用
出来る様にすることで、様式やファイルの方法
を工夫していく。

１０ヶ月

5 月

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。
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